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　近畿大学薬学部の学生の時に起業した西井香織さん。
休学を経て2019年に大学を卒業し薬剤師免許を取得し
たが、今でも約４年前に立ち上げたＮＥＷＲＯＮ株式会
社で事業を続けている。企業の依頼を受け、新たな製品
やサービスの開発に役立つアイデアを若者から引き出す
事業など複数の事業を多角的に展開。今年１月には、薬
剤師不足に悩む地方の薬局と、全国各地に短期間出向い
て働きたい薬剤師をマッチングする「旅する薬剤師」事
業を立ち上げた。「自分がワクワクすることをしたかっ
た。自分の道は自分で作ればいい」と前を向く。

　現在の事業の柱は、グループで対
話しながら課題解決に向けた様々な
アイデアを生み出す“アイデアソン
思考”を取り入れたサービスの提供。
若者や消費者を集めて新たな製品や
サービスを話し合ってもらい、それ
を企業の販促や新製品開発につなげ
るもので、自由に討議してもらい本
音を引き出すことが売り。若者の集客方法を考えて
ほしいと東急百貨店から依頼を受けたり、マイナン
バーカード普及のアイデアが欲しいとＮＴＴデータ
から依頼されたりするなど、大手企業との取り引き
も少なくない。
　ほかにも自治体の依頼を受けて町おこしに関わっ
たり、起業家育成研修を実施したり、非常勤講師と
して大学で学生に教えたりするなど、活動範囲は幅
広い。
　起業したのは近畿大学薬学部６年生の時。２年間
の休学期間中にプランを練り上げ、現在の会社を立

ち上げた。
　「小中学生の時はいじめられっ子で、高校に入っ
ても孤立していた」と西井さん。アトピーや喘息の
治療で親身に関わってくれた医療従事者のようにな
りたいと、薬学部に進学した。
　しかし、大学でも１年生の時に同じテニス部の友 （８ページへ続く）
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人と揉めてしまい、薬学部内で孤立。学内の他学部
や学外のサークルに所属したものの、そこでも壁を
感じ人間関係をうまく作れなかった。
　それなら自分でやるしかないと新たなイベントサ
ークルを立ち上げた。これがヒットし、０人だった

若者の声生かし商品開発
「ワクワクすること」を仕事に
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